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技術開発の背景と目的
大型化・高層化・複合化が進む建物や都市インフラの計画において，建築関連法規などの基準類や過去事例の参照によるだけでは利用者の安

全性・利便性・快適性確保の課題に応えられなくなってきた。超高層オフィスにおいては出勤時のエレベータ前の滞留解消や社員食堂の渋滞緩和
が，また，駅改良工事では工事ヤードが歩行者空間に与える影響を最小限にする仮設計画が求められている。火災に対する避難計画を行う際は，
多人数の避難行動予測とともに熱や煙が避難者に与える脅威についても高い精度で予測する必要がある。人の流れのシミュレーションによる分
析・可視化は，これらを実現する効果的な手段であり，当社では2000年代の半ばから土木・建築の両分野で技術開発を進めてきた。

技術開発の成果と活用
　開発したシミュレータには，人の行動を再現する「Sim-WalkerⓇ」と，熱や煙の影響を考慮できるように「Sim-Walker」を拡張した
「PSTARS」がある。ベースとなる「Sim-Walker」は拡張性を重視しており，建物の特色に応じて機能を追加したり，エレベータシミュレーショ
ンと連携してEVホールでの滞留シミュレーションを実施したりすることも可能となっている。今後は，With/Postコロナにおけるニューノーマル
に対応したオフィス提案への活用や，スマートシティを見据えた機能拡張を進める。

開発方法
　「Sim-Walker」は，歩行者一人ひとりの視点をモデル化し，かつ様々な特徴を持つ人を混在させることが可能な「マルチエージェント」型の
シミュレータとして実装している。また，「PSTARS」においては，CFD（計算流体力学）に基づく火災シミュレーションの結果を取込むことで，
熱や煙の回避など火災時特有の行動を再現することができる。「Sim-Walker」の拡張性によって，日常行動から避難行動までの幅広い状況を
再現できることに加え，センシング技術と組み合わせることでスマートシティを想定した人の誘導効果の予測などにも適用可能と考える。
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